
ﾒﾀﾉｰﾙ 20mL
超音波10分間

ﾒﾀﾉｰﾙ
20mL

3,000rpm、10分間

パージアンドトラップ
GC/MS-SIM-EI
塩析：塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 8g
導入量 20mL

精製水
50mL

1N塩化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液
pH１

固相抽出 水分除去 溶出

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ｱｸﾘﾙ酸-d 4 100ng

ｱｾﾄﾝ 15mL窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1時間

Carboxen-1000,6cc,0.5g,
ｼﾘﾝｼﾞ型

５．詳細環境調査対象物質の分析法概要

調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [1] 30

分析条件：
 機器
   GC：Agilent 7890
   MS：Agilent 5977　他
 カラム
   SHIMADZU BPX-5
   30m×0.25mm、0.25μm

[1] アクリル酸 【水質】

水質試料

濃縮

100mL

転溶誘導体化

湿重量 10g ﾒﾀﾉｰﾙ 20mL
3分間

3,000rpm、10分間

GC/MS-SIM-EI

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

【生物】

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾅﾌﾀﾚﾝ-d 8 50.0ng

pH調整

炭酸ｶﾘｳﾑ 30mg
ﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛﾍﾞﾝｼﾞﾙﾌﾞﾛﾐﾄﾞ 4μg

18-ｸﾗｳﾝ-6 4mg
80℃、30分間

ﾍｷｻﾝ 1mL
精製水 7mL
振とう 1分間

生物試料 ホモジナイズ 遠心分離

希釈

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

分取

200μL

内標準添加
酢酸ﾌﾞﾁﾙ-d 12 5.00ng

分析原理：パージアンドト

ラップGC/MS-SIM-EI

検出下限値：
【生物】（ng/g-wet）
   [2] 0.38

分析条件：
 機器
   GC/MS：Shimadzu GCMS
　　　　 -QP2010 Ultra
   PT：AQUA PT 5000J
　　　PLUS
 カラム
   InertCap AQUATIC
   60m×0.25mm、1.00μm

「平成18年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

抽出 濃縮 定容

[2] アクリル酸n -
ブチル
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濃縮：10℃
脱離：300℃、20分間

「平成13年度化学物質分析法開発調査報告書」から一部変更

加熱・脱離

SUPELCO Tenax TA/Carboxen
1000ガラスチューブ

80mL/分×5時間

濃縮・導入 200℃
50mL/分

濃縮・脱離 GC/MS-SIM-EI

分析原理：LC/MS/MS-
SRM-ESI-ネガティブ
　
検出下限値：

【大気】（ng/m3
）

 機器
   [3] 0.42

分析条件：
 機器
   LC：Agilent 1200 SL
   MS：AB Sciex TQ5500 他
 カラム
   Wateras Atlantis T3

150mm×2 1mm 3μm 他

【大気】

大気 捕集 溶出

ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾆﾙｸﾛﾗｲﾄﾞ/
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(1:99) 0.1mL
振とう後、一晩静置

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

定容
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

【大気】

大気 捕集

「平成24年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

定容

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

[4] エピクロロヒ
ドリン

誘導体化

5mL 精製水 15mLNEXUS,200mg,12cc,
ｼﾘﾝｼﾞﾀｲﾌﾟ

 2.5mL/分未満

精製水
10mL

Durapore 0.45μm
7L/分×24時間

0.005%ｱﾝﾓﾆｱ含有ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
4mL

分析原理：加熱脱着
GC/MS-SIM-EI
　
検出下限値：

【大気】（ng/m3
）

   [4] 0.26
　
分析条件：
 機器
   GC：Agilent 7890A
   MS：Agilent 5975C
 カラム
   Restek Rtx-624
   60m×0.32mm、1.8μm

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [3] 60

分析条件：
 機器
   LC：Wateras Aalliance 2695
   MS：Quattro micro API
   又は
   LC：Wateras ACQUITY
　　　UPLC I-Class
   MS：Wateras Xevo TQ-S　他
 カラム
   Acquity-UPLC-HSS-C18
   150mm×2.1mm、1.8μm

[3] 2-アミノエタ
ノール

【水質】

水質試料 誘導体化

溶出

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ-13C 2 1.0μg

ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾆﾙｸﾛﾗｲﾄﾞ/ﾒﾀﾉｰﾙ
(5:95) 20mL

振とう後、一晩静置

ﾒﾀﾉｰﾙ 4mL ﾒﾀﾉｰﾙ
5mL

100mL
ｱﾝﾓﾆｱ水でアルカリ性に

調整

分取 固相抽出 洗浄
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「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮 GC/MS-SIM-EI

分取

【水質】

[5] グリオキサー
ル
[6] グルタルアル
デヒド

【大気】

大気 捕集 希釈

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d 10 25.0ng

誘導体化

硫酸/精製水(50:50) 0.6mL
緩やかに振とう後5分間静置
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 7.5g、ﾍｷｻﾝ5mL

振とう 10分間

0.6%O -(2,3,4,5,6-ﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛﾍﾞﾝｼﾞﾙ)ﾋﾄﾞﾛｷ
ｼﾙｱﾐﾝ塩酸塩-pH3.0塩酸水溶液 3mL
緩やかに振とう後1時間静置

振とう抽出

pH3.0塩酸水溶液 20mL
0.50L/分×24時間

pH3.0塩酸水溶液
30mL

内標準物質添加
ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ-d 5 2.2ng

注）GC/MS-SCAN-EIに替えてGC/MS-SIM-EIで測定した例があった。

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

[7] クロロベンゼ
ン

水質試料
パージアンドトラップ

GC/MS-SCAN-EI
44mL

ｱｺﾙﾋﾞﾝ酸44mg添加
導入量 5.0mL

分析原理：パージアンドト

ラップGC/MS-SCAN-EI

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [7] 0.17

分析条件：
 機器
   GC/MS：Shimadzu GCMS
　　　　 -QP2010 Ultra  他
   PT：AQUA PT 5000J
　　　PLUS　他
 カラム
   AQUATIC-2
   60m×0.32mm、1.80μm
   又は
   Agilent DB-624
   60m×0.32mm、1.80μm  他

分析原理：加熱脱着
GC/MS-SIM-EI
　
検出下限値：

【大気】（ng/m3
）

   [5] 0.4
   [6] 0.89
　
分析条件：
 機器
   GC：Agilent 6890
   MS：JEOL JMS-K9
 カラム
   J&W DB-1
   60m×0.32mm、1.00μm

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

脱水

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 4mL
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誘導体化

1mol/L水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ-ﾒﾀﾉｰﾙ
溶液 0.5mL

硫酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.5mL
撹拌後30分間静置

溶媒抽出 脱水

1mol/L水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ-ﾒﾀﾉｰﾙ
溶液 4mL
精製水 3mL
撹拌

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑﾍｷｻﾝ 1mL
30秒間撹拌
10分間静置

3回繰り返す

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

定容

ﾍｷｻﾝ
1mL

溶解

ｱｾﾄﾝ 5mL
1滴/秒

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

注）GC/MSに替えてGC/MS/MSで測定した例があった。

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [8]   3.2

分析条件：
 機器
   GC：Agilent 6890N
   MS：Agilent 5975C
   又は
   GC：Shimadzu GC-2010 Plus
   MS：Shimadzu GCMS-
TQ8030
   他
 カラム
   SUPELCO SLB-5ms
   60m×0.25mm、0.25μm

[8] 4-クロロ-2-メ
チルフェノール

【水質】

水質試料 固相抽出 水分除去

200mL
1mol/L塩酸水溶液 1mL

Oasis HLB Plus
10mL/分

GC/MS-SIM-EI

通気 3分間

溶出

加圧希釈

内標準物質添加

1,2,4,5-ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ-13c 6 200ng

[7] クロロベンゼ
ン

Canister 6L
3.0mL/分×24時間

170kPa程度

GC/MS-SIM-EI

分析原理：加熱脱着
GC/MS-SIM-EI
　
検出下限値：

【大気】（ng/m3
）

   [7] 39
　
分析条件：
 機器
   GC：Agilent 7890A
   MS：Agilent 5975C　他
 カラム
   AQUATIC
   60m×0.25mm、1.00μm
   又は
   Agilent HP-1
   60m×0.32mm、1.00μm

【大気】

大気 捕集

濃縮・脱離

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」から一部変更

加熱・脱離

濃縮・導入 150℃
65mL/分ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ-d 5

1,000pptv、100mL

濃縮：-10℃
脱離：240℃、10分間
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分析原理：パージアンドト

ラップGC/MS-SIM-EI

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [9] 0.17

分析条件：
 機器
   GC/MS：Shimadzu GCMS
　　　　 -QP2010 Ultra  他
   PT：AQUA PT 5000J
　　　PLUS　他
 カラム
   Agilent DB-624
   60m×0.25mm、0.50μm

[9] シクロヘキサ
ン

【水質】

水質試料
パージアンドトラップ

GC/MS-SIM-EI
50.0mL 導入量 5.0mL

内標準物質添加
ｼｸﾛﾍｷｻﾝ-d 12 25.0ng

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠
分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [10] 0.08

分析条件：
 機器
   LC：Wateras ACQUITY
　　　UPLC I-Class
   MS：Wateras Xevo TQ-S  他
 カラム
   L-column ODS
   150mm×2.1mm、5μm
   又は
   Wateras Atlantis dc18
   150mm×2.1mm、3μm

ろ過
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

[10] 2,4-ジクロ
ロフェノキシ酢
酸　（別名：
2,4-D又は2,4-
PA）

【水質】

水質試料 洗浄

1,000mL
ｷﾞ酸でpH3.5に調整

精製水 10mL

溶出

酢酸ﾒﾁﾙ 5mL 窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固直前まで

溶解

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 1mL 13mmGD/Xｼﾘﾝｼﾞﾌｨﾙﾀ
PVDF 0.2μm

「平成18年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

固相抽出

NEXUS Jr,200mg
10mL/分

ﾊﾟｽﾂｰﾙﾋﾟﾍﾟｯﾄﾃで
下層の水層を除去

内標準物質添加
 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸-d 6 10ng

注）溶解をｱｾﾄﾆﾄﾘﾙに替えてﾒﾀﾉｰﾙに変更した例があった。

水分除去 濃縮
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OASIS-MAX,6cc,150mg
10mL/分

ﾒﾀﾉｰﾙ 30mL
超音波10分間
振とう10分間

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
【底質】（ng/g-dry）
   [10] 0.014

分析条件：
 機器
   LC：Wateras ACQUITY
　　　UPLC I-Class
   MS：Wateras Xevo TQ-S  他
 カラム
   Wateras Atlantis dc18
   150mm×2.1mm、3μm

【底質】

底質試料 pH調整

注）LC/MS/MSに替えてLC/MSで測定した例があった。

ｷﾞ酸 0.5mL

3回繰り返す

湿泥
（乾泥換算約10g）

遠心分離

通気 20mL

「平成22年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

LC/MS/MS-SIM-
ESI-ポジティブ

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固直前まで

200mL
ﾒﾀﾉｰﾙ 20mL

Oasis HLB glass
200mg

10~20mL/分

精製水 約65mL
ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

固相抽出 水分除去

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
30mL程度まで

濃縮

洗浄 水分除去

濃縮 水分除去

抽出

3,000rpm、10分間

溶解

希釈

ﾒﾀﾉｰﾙ 1mL

50mmol/L酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ水溶
液 5mL
ﾒﾀﾉｰﾙ 1mL

0.5mol/Lｷﾞ酸-ﾒﾀﾉｰﾙ溶液
5mL

[10] 2,4-ジクロ
ロフェノキシ酢
酸　（別名：
2,4-D又は2,4-
PA）

分析原理：LC/MS/MS-SIM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [11] 0.4～34

分析条件：
 機器
   LC：Agilent 1100 Series
   MS：AB Sciex API4000　他
 カラム
   Inertsil Ph
   150mm×2.1mm、5μm　他

[11] α-(ノニル
フェニル)-ω-ヒ
ドロキシポリ(オ
キシエチレン)類
（重合度が1か
ら15までのも
の）　（別名：
ポリ(オキシエチ
レン)=ノニル
フェニルエーテ
ル類（重合度が
1から15までの
もの））

【水質】

水質試料 固相抽出

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸-d 6 10ng

溶出

ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL

ﾛｰﾀﾘｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
1mLまで

ﾊﾟｽﾂｰﾙﾋﾟﾍﾟｯﾄﾃで
下層の水層を除去

内標準物質添加

 ｼﾞ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ-13C 6 25.0ng

「平成22年度化学物質分析法開発調査報告書」から一部変更
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分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [12] 0.12～3.0

分析条件：
 機器
   GC：Agilent 7890A
   MS：Agilent 5975C
   又は
   GC：Agilent 7890
   MS：Agilent 5977
 カラム
   SUPELCO SPB-5
   30m×0.25mm、0.25μm

[12] ノニルフェ
ノール類

【水質】

水質試料 ろ過

500mL
ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸 0.5g

ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙 GF/C
ｱｾﾄﾝ 10mL ×2回

Sep-Pak PS-2  Plus
10mL/分

ろ液

洗浄 脱水 溶出

ｱｾﾄﾝ 10mL、10分間
×2回

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
4-(3,6-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾍﾌﾟﾁﾙ)

ﾌｪﾉｰﾙ-13C 6 50.0ng

ろ紙

精製水 20mL 遠心分離
3,000rpm、10分間×2回

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 5mL

脱水 濃縮 転溶

超音波抽出 固相抽出

カラムクリーン
アップ

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.2mL未満まで

ﾍｷｻﾝ 2mL

濃縮 誘導体化 アルカリ分解

Sep-Pak Florisil
溶出：ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ

(20:80) 8mL

GC/MS-SIM-EI
ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d 10 100ng

「平成23年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.2mLまで

1mol/L水酸化ｶﾘｳﾑ
ｴﾀﾉｰﾙ溶液 0.5mL
ｼﾞｴﾁﾙ硫酸 0.2mL

1mol/L水酸化ｶﾘｳﾑ
ｴﾀﾉｰﾙ溶液 4.5mL

70℃、30分間

振とう抽出 脱水

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ精製水 3mL
ﾍｷｻﾝ 1mL

×3回
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ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 30mL
振とう10分間
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 20mL
振とう10分間

ﾒﾀﾉｰﾙ 20mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ-d 6 50ng

ろ過 分取

0.45μmﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀｰ 1mL

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [13] 4.9

分析条件：
 機器
   LC：Shimadzu Prominence
　　　UFLC XR
   MS：AB Sciex API4000
 カラム
   Gemini NX
   150mm×2.0mm、3.0μm

[13] ビス(2,2,6,6-
テトラメチル-4-ピ
ペリジル)セバ
ケート

【水質】

水質試料 溶媒抽出 濃縮

ﾛｰﾀﾘｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
乾固まで

溶解

「平成22年度化学物質分析法開発調査報告書」から一部変更

100mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 0.35g

（採取後直ちに添加）
25%ｱﾝﾓﾆｱ水 2mL

超純水 10mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-

ESI-ネガティブ

検出下限値：
【生物】（ng/g-wet）
   [12] 5.5

分析条件：
 機器
   LC：Shimadzu Prominence
　　　UFLC XR
   MS：AB Sciex API4000
 カラム
   Phenomenex Geini NX
   150m×2.1mm、3.0μm

【生物】

生物試料 ホモジナイズ 遠心分離

3,000rpm、5分間

濃縮 希釈 固相抽出

ISOLUTE 500mg, M-M,
3mL

2回繰り返す

[12] ノニルフェ
ノール類

湿重量 5g ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 15mL

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
4-(1-ﾒﾁﾙ)ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ-d 5 200ng

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
3mLまで

「平成20年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

洗浄 溶出

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水
(30:70) 3mL

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 4mL

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ
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精製水 10mL

水分除去 カラムクリーンアップ

濃縮 溶解・定容

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [14] 2.5
   [15] 1.7

分析条件：
 機器
   LC：Wateras Aalliance 2695
   MS：Quattro micro API
   又は
   LC：Wateras ACQUITY
UPLC
　　　 I-Class
   MS：Wateras Xevo TQ-S　他
 カラム
   Ascentis Express C18
   100mm×2.1mm、2.7μm

[14] 4-(2-フェニ
ルプロパン-2-イ
ル)フェノール
[15] 4,4'-(プロパ
ン-2,2-ジイル)ジ
フェノール（別
名：4,4'-イソプ
ロピリデンジ
フェノール又は
ビスフェノール
A）

【水質】

水質試料 洗浄

ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL

固相抽出

200mL
ｷﾞ酸 100μL

Inertsep CH, 500mg, 6mL
20mL/分

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

通気
10分間

固相抽出を行ったInertsep CHの後段に
SepPak Carbon/NH2, 500mg, 6mLを連結

溶出

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-13C 12 10.0ng

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固直前まで

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(50:50)
4mL

超音波2分間

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-d 14 10.0ng
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溶媒抽出

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

濃縮

濃縮 定容 分取

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 50mL
振とう10分間
2回繰り返す

濃縮

ｱｾﾄﾝ
20mL

希釈

Bond Elut C18, 200mg, 3mL
溶出：ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50) 3mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-d 14 50.0ng

Bond Elut PSA, 500mg, 3mL
妨害物質除去：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(30:70) 5mL
溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(70:30) 15mL

[15] 4,4'-(プロパ
ン-2,2-ジイル)ジ
フェノール（別
名：4,4'-イソプ
ロピリデンジ
フェノール又は
ビスフェノール
A）

【底質】

底質試料 遠心分離

湿泥
（乾泥換算約10g）

2,500rpm、10分間

脱水

溶解

定容
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
【底質】（ng/g-dry）
   [15] 2.4

分析条件：
 機器
   LC：Wateras Aalliance 2695
   MS：Quattro micro API
   又は
   LC：Wateras ACQUITY
　　　UPLC I-Class
   MS：Wateras Xevo TQ-S
 カラム
   Ascentis Express C18
   100mm×2.1mm、2.7μm

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50)
2mL

超音波2分間

カラムクリーンアップ

10mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固まで

溶解

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50)
5mL

ﾛｰﾀﾘｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固まで

ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(30:70) 3mL

カラムクリーンアップ

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

抽出

ｱｾﾄﾝ 50mL
超音波10分間
振とう10分間

2回繰り返すｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-13C 12 100ng

ﾛｰﾀﾘｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
20mL未満まで

25%水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液
50mL
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ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙, GF/B,
6.0cm

溶解 カラムクリーンアップ

定容
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50)
5mLｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-d 14 50.0ng

「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(30:70) 3mL

カラムクリーンアップ 濃縮

脱水

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

Bond Elut PSA, 500mg, 3mL
妨害物質除去：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(30:70) 5mL
溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(70:30) 15mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固まで

25%水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液
50mL

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 50mL
振とう10分間
2回繰り返す

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50)
2mL

超音波2分間

Bond Elut C18, 200mg, 3mL
溶出：ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50) 3mL

濃縮 溶解

ﾛｰﾀﾘｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固まで

2回繰り返す

ろ過 濃縮

分取

10mL

定容

ｱｾﾄﾝ
20mL

ﾛｰﾀﾘｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
20mL以下まで

希釈 溶媒抽出

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
【生物】（ng/g-wet）
   [15] 0.18

分析条件：
 機器
   LC：Wateras ACQUITY
　　　UPLC I-Class
   MS：Wateras Xevo TQ-S
 カラム
   Ascentis Express C18
   100mm×2.1mm、2.7μm

[15] 4,4'-(プロパ
ン-2,2-ジイル)ジ
フェノール（別
名：4,4'-イソプ
ロピリデンジ
フェノール又は
ビスフェノール
A）

【生物】

底質試料 ホモジナイズ 遠心分離

湿泥
（乾泥換算約10g）

ｱｾﾄﾝ 50mL
10分間

2,500rpm、10分間

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-13C 12 100ng
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「平成25年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(50:50)
1mL

定容

ギ酸/ﾒﾀﾉｰﾙ(0.1:99.9)
5mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

25%ｱﾝﾓﾆｱ水/ﾒﾀﾉｰﾙ(5:95)
10mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

 ｼﾞ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｵｸﾁﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ-13C 6 2.00ng

「平成23年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

精製水 10mL×3回
ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(50:50) 5mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [17] 84

分析条件：
 機器
   LC：Shimadzu  Prominence
　　　UFLC XR
   MS：AB Sciex API4000　他
 カラム
   ZIC-HILIC
   100mm×2.1mm、3.5μm

[17] モルホリン 【水質】

水質試料 希釈 固相抽出

100mL 精製水 400mL OASIS-MAX,6cc,150mg
10mL/分

洗浄

溶出 濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mL未満まで

ﾒﾀﾉｰﾙ/酢酸ｴﾁﾙ(50:50)
10mL

遠心分離
2,500rpm、5分間

定容
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

水分除去 溶出

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾓﾙﾎﾘﾝ-d 8 500ng

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [16] 1.7

分析条件：
 機器
   LC：Agilent 1100 Series
   MS：AB Sciex API4000
 カラム
   Inertsil Ph-3 HP
   150mm×2.1mm、3μm

[16] ポリ(オキシ
エチレン)=オクチ
ルフェニルエーテ
ル類（重合度が1
から10までのも
の）

【水質】

水質試料 固相抽出 洗浄

200mL
ﾒﾀﾉｰﾙ 20mL

Autoprep EDS-1, 250mg,
6mL

水分除去

精製水 60mL
ﾒﾀﾉｰﾙ 20mL

通気 1分間

濃縮
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ
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